
 

 

 

 

 

 

日頃より本校の教育活動に御理解と御協力をいただきありがとうございます。本号では、小学部６年生と中学

部 2年生の進路キャリア教育について紹介いたします。                      

＜小６ 就労体験＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜中２ 職場見学＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1月 13日（火）に１・２組が工房わかばへ、また 1

月 27日（火）に３〜６組がセルプ清瀬へ職場見学に

行きました。 

段ボールが山積みになるほどの仕事量に驚きなが

らも、効率よく作業を進める事業所の方々の姿に、生

徒は目を輝かせて見学していました。 

出来上がった製品を見た生徒からは「お店で見た

ことがある！」という声が上がり、働くことへの興味や

関心が更に高まりました。 

今回の職場見学を通して、生徒一人一人が仕事へ

の意識を高め、将来の見通しをもつことができました。 

 

12月１１日（木）、本校の原栄養士を講師に迎え、就労体験の授業を行いました。 

まず、原栄養士から栄養士の仕事内容について学び、事前に生徒が作成したリクエストメニューの中か

ら、良いと思うメニューを紹介していただきました。その後、実際に調理室で使用されている大きなしゃもじや

柄杓（ひしゃく）を見たり触ったりする体験を行いました。 

 最後に調理室の見学も行い、多くの人々が一生懸命働いているお陰で、毎日おいしい給食が提供されてい

ることを学ぶ貴重な機会になりました。 
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＜小６ 中学部作業体験＞ 

2月 3日（火）に中学部作業体験として、中学部１年生の紙工班の授業見学及び牛乳パックのラミネート

剥がし体験をしました。 

見学では、静かに集中して作業する先輩の姿に感銘を受けました。体験では、分からないことや困ったこと

を先輩方がサポートしてくれたことで、安心して作業を進めることができました。 

作業体験の最後には、先輩方に牛乳パックを再利用して作った製品をプレゼントしてもらい、自分たちが

見学・体験した作業を通して、牛乳パックが紙に生まれ変わる工程を理解することができました。 

今回の作業体験を通して、中学部から始まる新たな活動への見通しをもつことができました。 


